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育成績を下げることなく窒素排泄量は 10 から 20％低減できたが、腹腔脂肪量が


































血清インターフェロンγ濃度、T 細胞活性）の活性が促され（Yi et al., 2005）、












ている。Hnin Yi Soe ら（2007）は、トウモロコシ大豆粕飼料のトウモロコシの
一部を脱脂米ヌカ、フスマ、コーングルテンフィードで置き換えた低タンパク
 4
（17％に対して 13％）低エネルギー（2.8Mca/kg に対して 2.3Mcal/kg）飼料を不

















最近くず米の栄養価をブロイラー前期（Mateos et al., 2007）においてトウモロ
コシと比較した研究が報告された。トウモロコシまたはくず米 60％、大豆粕 22％、
魚粉 7％、その他添加物 11％とし、栄養素含量は NRC(1994)を満たす飼料を調
製した。1 から４日齢までは、トウモロコシ配合群がくず米配合群より増体量と







で置換えても、27 週齢から 48 週齢までの産卵成績（ヘンデイ産卵率、卵重、卵
殻重、ハウウニットなど）およびエネルギー利用効率（卵１ダース当りの代謝
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